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呼吸器 疾患 に対す るCefodizime(THR-221)の 使用 経験
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今回,我 々は新しく開発されたセフェム系抗生物質であるCefodizime(THR-221)を 呼吸器感染症2

例に使用する機会を得たので轍告する。対象は2例 とも肺癌に伴う閉塞性肺炎であり,症 例1は1日

29を13日 間静注法で,症 例2は1日49を6日 間点滴静注法で施行 した。臨床効果としては,症 例

1は やや有効,症 例2は 無効と判定した。臨床検査成績では,明 らかに投薬によると思われる変化は

醒めなかった。その他,自 他覚的副作用は醒められなかった。

Cefodizime(THR-221)は ヘキスト社とルセル社で合成,

開発され,大 鵬薬品工業(株)にて臨床試験が進められてい

る新 しい注射用セフェム系抗生物質であり,抗 菌力は第

三世代と同等とされている。特徴 としては長い半減期を

有し,一 部の第三世代系抗生物質にみられるdisulfiram

様作用,血 液凝固系への影響がみられなく,優 れた臓

器 ・組織移行性を有し,特 に肺,腎,肝 に高濃度に分布

する事があげられる1)。さらに,マ ウスにおいて白血球

やマクロファージによる殺菌増強効果が認められ,生 体

防御機能の増強作用を有すると考えられている1)。今回,

我 々はこのTHR-221を2例 の呼吸器感染症に使用し,

その臨床効果及び副作用について検討を加えたので報告

する。

I. 対象並びに方法

対象は2例 でいずれも肺癌に伴 う閉塞性肺炎症例であ

る。投与方法は,症 例1は1回1g,1日2回,生 食20

mlに 溶解 して静脈内注射で13日 間使用 し,総 投与量は

26gで あ った。症例2は1回2g,1日2回,生 食100

mlに 溶解 して点滴静注で6日 間使用 し,総 投与量は24

gで あ った。臨床効果の判定は,臨 床的効果,細 菌学的

効果等を総合 し,著 効(Excellent),有 効(Good),や や

有効(Fair),無 効(Poor)の4段 階に区分した。

II. 成 績

投与成績についてはTable 1に示すごとく,症 例1は

やや有効,症 例2は 無効であった。以下,各 々の症例に

ついて略配する。

症例1:74歳,男 性,肺 癌に伴 う閉塞性肺炎

上大静脈症候群にて入院となる。胸部X線 写真では

右上葉の閉塞性肺炎がみられ,気 管支鏡にて扁平上皮癌

と診断される。入院後発熱,膿 性痰の喀出がみられたた

め,種 々の抗生物質の投与を行ったが改善が得られず,

THR-221を2g/日/分2で 投与 した。経過中の喀痰一般

細菌検査では特に有意菌を認めず,細 菌学的効果は不明

であった。THR-221投 与 後,解 熱傾向並びにCRP値 の

改善がみられたが自覚症状,胸 部X線 写真で改善が得

られず,有 用性としてはやや有効と判定した。

症例2:64歳,男 性,肺 癌に伴う閉塞性肺炎

右上肺野の肺癌にて入院治療中,右 上葉の閉塞性肺炎

を併発する。発熱,膿 性痰の喀出がみられたため,種 々

の抗生物質の投与を行ったが効果が得られず,ま た,喀

痰一般細菌学的検査でE.coli並 びにP.aeruginosaが 認

め られたため,THR-221を4g/日/分2で 開始した。投

与後解熱傾向を示 し,さ らにE.coliの 消失を認めるも

4日 目の喀痰検査でP.aeruginosaの 存続 さらに発熱,

自覚症状の悪化を来したため,投 与後7日 目より中止と

Table 1 Clinical results of THR-221 treatment

* Before

/After
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Table 2 Laboratory findings before and after administration of THR-221

B: Before administration

A. After administration

した。本症例においてはTHR-221使 用 前より全身状態

が悪化傾向にあり,有 用性の判定は困難であったが,本

剤使用により臨床的効果が得られなかった事より無効と

判定した。

III. 副 作 用

本剤投与による副作用をみるために,投 与開始直前お

よび投与終了直後に血液学的検査を施行 した。また,自

他覚的身体所見についても検討した。主な血液検査結果

をTabie2に 示 した。

本剤投与によるものと思われる新たな異常値の出現は

2例 ともなかった。症例2に おいて,投 与前よりGPT,

Al-P,γ-GTP,LAP,BUN,Creatinineに 異常値がみ

られ,THR-221投 与後,BuN,creatinineの 増加傾向が

認められたが,基 礎疾患である肺癌の進展によるものと

考えられた。その他,自 他覚的身体所見では,本 剤の副

作用と思われるものはみられなかった。

IV. 考 察

今回,我 々は肺癌 に伴 った閉塞性肺炎2例 にTHR-

221を 使用 し,1例 はやや有効,他 の1例 は無効であっ

た。これは今回対象とした2症 例とも肺癌に伴う閉塞性

肺炎であり,全 身状態も悪く,細 菌感染に対する免疫力

の低下が考えられる状態であった事が大きく影響 してい

ると思われる。又,総 合的に無効であった症例において,

細 菌学的にはE,coliに 対 して効果がみられた。やや有

効であった症例では有意な起炎菌は検出されておらず,

細菌学的評価は行えなかった。この様な起炎菌同定以前

に抗生物質を使用する場合,当 然の事ながら抗菌スペク

トルの広い,又 副作用の少ない薬剤が望ましいが,

THR-221は この様な場合にも使用が可能と思われた。
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We used cefodizime(THR-221), a newly developed cephem antibiotic, in 2 cases of respiratory infection. Both were di-

agnosed as pneumonia accompanying lung cancer.

The dose regimen was as follows. Case 1 : 2g b.i.d. bolus i.v. injection for 13 days. Case 2: 4g b.i.d. i.v. drip infusion

for 6 days.

Clinical efficacy was fair in case 1 and poor in case 2. No changes in laboratory findings due to this therapy were

observed.

No adverse reactions occurred in either patient.


